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は じめ に
これは,小林多喜二伝の(21)である。今 まで小林多喜二伝 を書いてきて,
またその途中で もあるが,こ れまでで洩れた点を記す。
1小 林多喜二 についての本
1-1三浦綾子 『母』
小林多喜二についての書 として,現 在,も っ とも薦めたいのは,三 浦綾子
『母』(角川書店1990年初版)で ある。
とにか く大変 よいものである。標題か ら明きらかのように,多喜二の母 ・
セキが多喜二について物語 るという形式をとっている。
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これは,三 浦 さんのご主人・光世 さんが どこかで書いていらっしゃったが,
ほとんどノン ・フィクションである,と いう。小生 は,葉書の類のや りとり
を,ご夫妻 としたが,そ れによると,この小説では2つ を除いて,事 実であ
ると,お手紙で知 らせていただいた。母 ・セキが夢 を見 る場面で,そ の内容
が一つ目,タ クシーに乗 った時の運転手の話が二つ目である,と 。そういう
わけで,こ の小説 は小林多喜二伝の材料 として使ってもよいことになる。
この本 には参考文献が巻末にっいているか ら便利である。 もちろん,三浦
綾子さんはこれ ら以外 に膨大な資料を用いたのだろうと,推測される。
本書は,三 浦綾子 さんの才能が十分発揮 された ものであり,や はり彼女 は
ただ ものではない,大変な文学者なのだ と,実感させられる。読んでいて も,
涙がこぼれそうである。名作である。
それにまたこの小説 は,劇化 された。前進座が,脚 色 ・田島栄,演 出 ・十
島英明,主 演 ・今村いずみで,二 度にわたって全国公演をした。そのため,
小説を読 まな くてもこの劇を見た という人 は多 くおられるであろう。
1-2小笠原書
小笠原克(ま さる)『小林多喜二 とその周圏』(翰林書房1998年初版)が
出た。著者 は,か つて藤女子大の教授であって,小 樽文学館館長 も勤め,さ
きごろ亡 くな られた。小樽生 まれで もあり,小樽のことをよ く知 っている立
派な多喜二研究家である。
この書は,ほ とんど既発表作品をまとめたものであるが,丁 寧な考察であ
り,年季の入 った好書である。立派な問題提起 もしている。
ただし,多 喜二の生涯 について小生は詳細な調べをしていて,小樽商大の
紀要などで提出しているのだが,そ ういうものが利用 されていない。研究 と
いうのはそんな ものであろうか。
1-3琴坂書
琴坂守尚 『ガイドブック 小林多喜二 と小樽』新 日本出版社1994年
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単 にガイ ドブ ックにはとどまらない。良書である。小樽 について詳 しい著
者ゆえに,立 派な ものである。
1-4その他
『読本 秋田 と小林多喜二』(同刊行会2001年)が出された。副題が 「秋
田県多喜二祭の記録」であり,第1回か ら第19回までの記録,その他である。
『火を継 ぐもの』石井大三郎遺稿集(2001年)も出た。
2高 松勤
小樽=高等商業学校(以 下,小 樽高商)に,高 松勤が勤めていた。かれの存
在はかな り重要だった ことが分かった。
小樽=商科大学所蔵の『職員履歴元綴 庶務課』,無表紙の職員履歴,お よび
『緑丘五十年史』を合成 してセレク トして,高松の履歴を示せば,こうである。
()内 は,補 いである。
原籍 埼玉県入間郡川越町字川越廓町134番地 士族
明治24年1月1日 生 まれ。
住所(小樽高商に赴任する直前)京 都市上京区岡崎町福 ノ川44番地
明治43年7月9日 東京府立青山師範学校本科第一部卒業
同 小学校本科正教員免許
同 東京市立誠之尋常小学校訓導
明治44年9月16日休職を命 じられる。小学校令施行規則202条3号
により。
明治44年9月11日東京高等商業学校,商 業教員養成所入学。
大正4年7月9日 卒業。
大正5年4月11日 同,専 攻部経済科入学。
大正7年3月31日 卒業。
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大正7年4月6日 京都市立第一商業学校教諭。
大正7年7月1日 京都市立商工補習学校特科講師を嘱託 さる。
大正8年3月31日 公立実業学校教諭。
大正8年5月16日 小樽高等商業学校助教授。商業学 を教えるとして。
大正9年4月8日 保険論及び交通論研究の為 満2力 年問 イギリ
ス,ア メリカ,フ ランスへ留学を命ぜられる。
大正9年7月5日 出発。
大正10年8月16日教授。
5月12日 商業学,商 業実践,の 担当 となっている。
大正12年6月15日帰朝。
大正12年9月11日商業実践室主任(学 内)。
大正13年4月28日産業調査会常務委員(学 内)。
大正13年5月1日 学則調査委員(学 内)。
大正14年11月25日高等官五等。
大正14年12月15日従六位。
昭和2年4月6日 退官
高松は大倉高商に移 った。(以下,東京経済大100年史編纂委員会の資料 に
よる)
大倉高商時代
昭和2年度4月1日 講師を嘱託す 年俸2千8百8拾円 従六位
4月11日任 教授 〃 講師
昭和3年度 教授
商業通論,交通,税関倉庫,外書購読 従六位商学士 埼玉
教務課 主任教授
昭和4年度4月1日 給 年俸3千 円 教授
昭和5年度4月27日 給 年俸3千4百 円 教授
同昭和6年度
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依願退職
在職中勤務勉励に付退職手当
金7百5拾 円給与
同
元教授
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小樽高商軍教事件の直前のことである。高松勤教授を中心 として,読書会(1)
なるものがあった。
当時の高商生 ・高橋=石 田與平は書 く。「高商二年の春になって,[高橋の]
学問的関心が再 びマルクスに向きかけていた矢先,M.S.S(MarxianStudent
Society)の名で社会科学研究教程がはり出され,そこにはマルクスの資本論,
経済学批判は勿論,英 訳のAnti-Dueringから,レーニンの帝国主義論State
andRevolution,更にクノーの 「マルクス,歴 史 ・社会[・]国 家学説」の
ドイツ語原本など,十数冊の書名があげられていた。……指定の日,指定さ
れた場所に行って見たら」(2),「私などよりだいぶ年上 の三年生がお りM.S.S
に入 るよう勧誘 を受けた。勿論,私 も入ったし山本安次郎君(後 の滋賀大や
京大の経営学教授)や 手島恒二郎君(後 の千代田火災の社長),合田正巳君,
そのほか数名入 った。M.S.Sのリーダーは右 に述べた年上の斉藤磯吉君で
あった。」(3)・
当時,M.S.Sが高商 にあったのだった。これは正式にはMarxianStudent
Societyで,その略称であるが,社 会科学研究会 との関連がはっきりしない。
当時,明 らかな存在にしに くかったのだろう。しかしむしろ,これは社会科
学研究会だったのか もしれない。それに,読書会 というのもこれだったので
はないか。北海道地区は東北連合会に属し,… …それが結成 されたのは大正
13年(1924年)9月である。 この時代 に学連本部および東北連合会の連続委
員 として活躍 したものは,……大正14年度では,……小樽高商は斎藤磯吉で
あった。
ここに軍事教練反対運動が起きた。
「学校当局 は大変 ろうばいした。その様子は,高松先生を通 してわれわれ(高
橋=石 田 ら)の耳に入って くる。やがて首謀者 は誰か という事になった。こ
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の年の夏頃か らであったろうか,斉 藤君は一身上のつこうで休学 という事に
なっていた。休学の彼 を表面に出す事 は出来ない。上級生の黒田君や寺田君,
それに私 どもが 次々と学生部に呼ばれた。学生主事の先生(倫理学の先生)
は,斉藤君が扇動 したのだろう,と かまをかけて くる。この事はだれも否
認 した。そして自分たちみんなでやったので,特 別に首謀者 などはない と
答 えた。」
「ところが,十一月のはじめ高松先生か ら連絡があった。お訪ねすると,文
部省か ら断乎処分せ よ,との通達が来たので犠牲 はまぬがれないという。た
だ誰 をどのように処罰 していいか,そ の軽重 に当局が困っている,と いうの
である。それで同志がみなあつまった。合計四十七,八 名だった と思 う。話
し合いの結果,み んなそれぞれの事情があるだろうか ら,処分をうけるもの
が,志 願することにしようということで,十 一名が学校に自分たちの責任だ
と申し出た。十一月三 日頃,こ の十一名に無期停学がいいわたされた。 この
中には,後 に千代田火災の社長になった手島恒二郎君,元 滋賀大,京 大の教
授 になった山本安次郎君 も,そ して私 も入っていた。
斉藤君は休学中で,は じめか らこの事件にかかわってはいない,と いう建
前で,勿 論処罰をうけることもなかった。わた くしたち同志で,彼 を非難す
るものは一人 もいなかった。あとで彼は,高松先生や南先生 と相談の上,自
発的に退学 した。」(4)
南亮三郎は書 く。「こういう事件では,必 ず『思想的背景』が問題 にされた。
教師の側では高松勤教授(今 は亡)と 私 とが嫌疑 をかけられ,学 生の側では
幾人かの 『首謀者』が処分 を受けた。黒田,寺 田,高 橋,山 本 一 そういう
名の学生の犠牲者 一 処罰 について学校当局が一・番手を焼いたのは,斎 藤磯
吉君 という学生であった(5)。」
境一郎は書 く。(テンを入れてお く)
社研 グループの リーダーであった高松教授は,追 放せ られて東京へ去 り,
学生のうち残 ったのは寺田君一人,他 は全部退学せ しめられて,そ の後の高
商 はいわゆる「赤」がいない ことになって今 日にいたっている。いわゆる「赤」
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をな くする教育の大方針を堅持して,あ らゆる学生善導 という手段方法を駆
した民主主義者(6)が,後に代議士になったし,今 はいない南博士もある意味
では一人の被害者でもあったといえるだろう。高商の社研はこの事件で表面
はあとかた もなく消滅 し去ったが学生の社会主義に対する研究はしか もなお
続けられた ことは,そ の後,僕 の ところに絶えずやって来た学生達がいたこ
とで も,若い学生の理想主義の旗 は単なる善導では消え去 らないことを証明
している(7)。……
問題は,私 の書いた 「小樽高商軍教事件(上)」(『商学討究』47,2・3)
52ペー ジ6行 か らである。「この事件で学校を追放 となり,東京の巣鴨高商時
代 に亡 くなられた高松教授」,と毎 日新聞(小樽版)か ら引用 してある。 しか
し,同 じく私の 「小樽の三 ・一五事件,お よび補遺小樽=高商軍教事件 続」
(『商学討究』49,2・3号)54ページ7～8行 で,「高松が大倉高商にいた と,
高橋=石 田は書 くので,高 松は巣鴨高商から大倉高商へ移ったのであろう。」
とある。
石井和佳氏 は,こ のため,矛 盾している,と指摘 して下さった。東経大の
資料提供によって,高松が小樽高商か ら大倉高商へ行 った ことが分かった。
その後,死亡 したのか,大倉高商から,新聞の通 り,巣鴨高商へ行ったのか。
巣鴨高商 は現在の千葉商科大学,大 倉高商 は現在の東京経済大学である。千
葉商科大学 に問い合わせた結果,法 人秘書課の調べでは,見 あたらない との
返事であった。 こうして高松先生は,小樽高商をやめてか ら,大倉高商へゆ
き,た ぶんその後は巣鴨高商へは行かなかった。巣鴨高商 とされたのは,新
聞記者の誤記であろう。
軍教事件では,高商生16名が何等かの処分を受 けた。処分のために一番頑
張って,強 硬だったのは,苫米地教授だった と思われる。当時,苫 米地は,
軍教事件の時,内 部の教官が外部 と呼応 した,と 考えた。つまり高松教授の
ことであろう。 しかし,そ れはなかっただろう。高松教授は小樽高商を追わ
れた。高松勤は,小樽高商での教官側のM.S.Sのリーダーであった。小林多
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喜二 も彼 と接触 はあっただろう。
3山 宣,武 内,園 井,九 津見,葉 山,福 本和夫,松 崎濱子,新 井紀一,
小畑達 夫
山本宣治
山本宣治 一 以下,山 宣 とす る一 は,1889年5月22日に京都で生 まれ
た。両親 はクリスチャンだった。彼は神童 といわれたが,躰 は虚弱だった。
彼は神戸一中を退学 した。そして自家の別荘 「花やしき」で,植 物育成 をし
た。
安田徳太郎(1983=昭和58年,亡 くなる)は,山宣のいとこである。伯母
の別荘 「花やしき」に住んだ。そこに山宣 もいた。山宣は東京へ出,カ ナダ
へ行って,苦 学 した。山宣は,小 学校 とハイスクールで4年 間,自 由主義教
育 を受けた。そしてダーウィンを読んだ。山宣は,1911年に帰国し,キ リス
ト教を捨て,社 会主義 をもってきた。彼は同志社の中学に編入 した。そして
生物学者たらん とした。山宣は,三 高(京 都)に 入った。そして東大の動物
学科へ進んだ。一方,安 田徳太郎 は,三高の医学進学課程に入った。山宣は
東大 を出てから,同志社の講師をし,京都大の研究室に入った。そして京大
の講師にさせられた。山宣は,父 の店の女店員 ・美人の千代 と結婚 した。そ
してその長女が障害をもって生 まれた。 これをきっかけに,彼 は極度に同情
深い人になり,著述 と実践にむかった。
1922年3月,山宣 と安田は,産児調整運動家・サ ンガー(MargaretSanger)
夫人 に会った。彼女は若 くてきれいだった。山宣は,京都 ・都ホテルで彼女
の講話の通訳 をし,サ ンガー夫人の講演要旨を,『山峨女子家族制限法批判』
として翻訳 し,自費出版 した。 これは5万部以上出た。役人たちは,こ れは
一般庶民に教 えてはならない,と考 えた。だが彼 らはこれを読んだのだった。
山宣 らは,大 阪産児制限研究会を設 けた。有島武郎は非常 に山宣に敬服 して
いた。
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『小樽新 聞』 に よる と,山 宣 が1927年に山懸 の応援 に小樽 に来 た,と 。
山宣 は非常 に頭が大 き く,亡くなってか ら,それ を計 ると1,716グラム あっ
た。
武内清
武内清は,1902年(明治35年),函館で生 まれた。あちこち職をかえ,英
語の勉強をしたり,最後に,1922(大正11)年に,函 館水力発電(=水 電)
の電車の車掌 とな り,ス トライキをやって,首 になった。
武内にかかわって函館で2つ 不敬罪事件があった。1つ はわか らないが,
2つ目はこうだった。1923年(大正12年)に,関東大震災があって,社 会主
義者が虐殺 された。1924年(大正13年)9月に函館で,大 震災当時の虐殺の
記念のために,ビ ラを出し,その中で官憲の暴圧 を訴えようとした。原稿 を
執筆 したのは,鈴木治亮であった。 ビラ3千枚を刷 ることになって,市 内の
印刷屋へもっていった。袴田里見が函館 にいて,武 内 と2人で,印 刷屋か ら
ビラを受 け取ろうとした ところを,刑事が待ちかまえていた。袴田は逮捕さ
れ,武 内は素早 く逃 げて,東 京へ3カ 月ほど行っていた。
このビラの見出しは,「民衆 ヨ,九月一 日,流血 の記念 日ガ来タ」。内容は,
「官憲,軍閥,アルイハ国体ノ美名ニー人 ノ偶像 ヲ楯二防止セントスルノ愚ヲ
演 ジテイル」。「一人」 というのは,天皇のことである。 これが悪いというの
だった。
武内は東京で,東 部労働組合の渡辺政之輔(渡 政)に 指導を受けて,労働
運動の基本 をきっち り学んで,3カ 月たってほとぼ りが冷めたころに,函 館
へ戻った。逮捕状が出ていたが,起 訴猶予で終わった。
1925年(大正14年),函館 に合同労組ができた。当時,総 同盟 と評議会 と
の分裂直後だったが,す かさず渡政の指導の もとに,評 議会加盟を函館で決
定した。武内は水電 を首になっていた。小樽で組合結成の動 きがあり,1925
年(大正14年)8月 に小樽で初 めて組合が生まれた。 これが小樽=総労働組合
であり,組合長は境一雄がなった。武内は函館から招かれて,す ぐ争議部長
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になった。彼は最初から渡政 と太いパイプをもって小樽 にきた。
小樽の組合が,上部団体 として総同盟か評議会かの どちらに加盟するかが,
問題 になり,中央から誰か呼べ ということで,組 合長の境一雄は総同盟の松
岡駒吉を小樽 に呼んだ。武内はそれを見て,こ れはいかんと思い,渡 政に来
てもらおうと,個人の判断で評議会 に至急連絡をとった。渡政は,都 合が悪
いことに,他 ヘオルグにゆく予定があり,「代わりに俺が行 こう」と,来たの
が,山 本懸蔵だった。松岡 と山本2人 が鉢合せをし,しかし2人 そろってい
るか ら,立会い演説会 をすることにした。 こうして1925年(大正14年)の
9月に,小樽=の繁華街,妙 見川の神田館 という映画館 を貸切 りにして,組 合
の演説会を行 った。小樽の労働者は山本懸蔵の演説を聞いて,「評議会はたい
した もんだ。それに引き換え総同盟はなんだ」 ということで,こ の演説会で
一発で評議会加盟が決定することになった。正式加盟 は翌年である。
磯野小作争議で,合同労組は,あるいは武内は,1,000人か らの労働者の動
員 をかけた。これは合同労組のメンバーの全員に近かった。集めたのは,本
願寺の説教所であって,磯 野商店 とほんの一町ほどの距離 もない。そこで場
外1,000人からの人があふれて,闇 に怒号 と雪玉が飛び交い,こ れは磯野の
店 に丸見 えだった。そういう戦術的な効果 を武内は計算したし,た くさんの
ビラをまいた。当時のビラはガリ版印刷で,上 手にガリを切って刷 っても,
ぜいぜい2,000枚なので,4千,5千 とは刷れない。そこで版 を変えて何回
も刷っている。彼は,ガ リもうまいし,絵 もうまい。いろいろな闘争戦術に
たけていた(8)。
園井恵子
園井恵子は,岩手出身で,小 学校高等科 にいた。盛岡か ら,祖母,伯 父の
いた小樽へ,一 家で移住 した。[姓不明]たすけ,の元へであった。そこは,
はか まださんという,入船町のお菓子屋だった。園井は,庁立小樽高女に入っ
た。小樽 に築地小劇場が来て,園 井はそれを見た。 これは,多 喜二 らが呼ん
だ ものだった。園井は,新劇 をや りたかった。だが小樽か ら,宝塚へいった。
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経済的に新劇 はやれないか らだった。彼女は昭和4年6月 まで,高 女2年 生
まで小樽にいた。彼女は宝塚へ行 ったが,そ の試験日に間に合わなかった。
受験 させてと,3日 聞,学 校の前でス トをした。通 りかかった小林一三 に,
「そんな熱心な子なら」と,入れてもらった。だか ら昭和4年 に入った。小林
一三 は阪神電鉄の創業者で,社長,慶応出の大経営者であ り,宝塚 を創った。
園井 は,月給10円で,7円 を母 に送った。彼女は昭和10年に宝塚の大スター
になった。宝塚 にそれ までいないタイプだった。彼女は母 を宝塚へ呼んだ。
小林一三が,宝塚映画を作った。それは園井のためだった。園井は主役をやっ
た。その後やめて,新 劇に移 った。そして丸山定夫を師 とした。彼女 は丸山
の劇団で客演 した。その後,東 宝映画 「無法松の一生」のヒロインとな り,
坂東妻三郎 と共演 した。坊や役は,長門裕之であ,監督 は稲垣であった。「無
法松の一生」は当時,戦 前なので軍部 ににらまれ,一 部カットされた。軍人
の妻に懸想するとはけしからん というのだった。この映画は戦後はGHQに
もにらまれ,カ ットされた。軍人が出ているからであった。 さてまた丸山と
園井が,劇=芝 居 「無法松の一生」 を演 じた。その後,新 劇 は解散 した。彼
らは戦争で大政翼賛会に入った。班ができて,北海道へは滝沢修が回った。
丸山と園井 らは広島中心で,中 国地方を丸山が まわった。桜隊 という名でで
あった。広島には三発の焼夷弾が落 ちただけで,変だ と考えられた。園井は,
東京へ稲垣監督 を訪れ,映 画に出 してもらお うとしたが,不 運 にも会 えず,
広島へ戻 って行った。8月6日,そ れは彼女の誕生 日であった。その日のた
めに赤飯 をつ くろうとして,後 援者を訪れ,小 豆 ともち米 をもらった。そし
て広島に戻 り,誕生 日に赤飯 を作って2階 に上がる瞬i問,原爆 にあった。丸
山も広島で原爆死 した。彼女は,同 じ場所で倒れた薄田研ニ ジュニアを介護
した。ただ し彼 は死 んだ。園井は,「小樽へ帰 ろう」と母に手紙 を書いた。だ
が原爆症でほどな く亡 くなったのである(9)。園井の人生 に,若き日の小林多喜
二の活躍が係わったことになる。
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九津見房子
九津見房子(1890-1980)は,岡山県生 まれで,福 田英子のところで働い
た。宗教人 ・高田集蔵 と結婚 し,子 どもを2人 生み,離 婚した。彼女は上京
し,暁民会で働いた。1921年,赤欄会 を樹立 した。三田村四郎 と結婚する。
三田村には女の子が1人 いた。それを王仁三郎にあずけた。彼 らは大阪へ出
て,労働運動に参加する。浜松楽器争議に2人 で参加 した。彼女は1928年に
逮捕 され,1933年まで入獄 した。一方,三 田村 は,小泉保太郎のペ ンネーム
で執筆する。彼女 は1933年に集団転向に加わ り,共産党から離れた。後に彼
女は,ゾ ルゲ ・グループを助けた。1941年6月に逮捕 され,1945年10月ま
で入獄 した。1964年に三田村が亡 くなるまで,彼 と暮 らした。
葉山嘉樹
葉山嘉樹は,福 岡県豊津村(現,豊 津町)生 まれ,早 大 を中退 した。海上
労働者 になり,1916(大正5)年,北 海道炭鉱汽船の室蘭 ・横浜航路の石炭
船 「万字丸」 に乗船 し,働いた。大正末年に,「淫売婦」「海に生 くる人々」
を出した。昭和の初めころのプロレタ リア文学運動は,比 較的穏健な 「文戦
(文芸戦線)」派 と非合法活動をいとわぬ 「戦旗」派の2つ に分かれ,鋭 く対
立 した。多喜二 は,「葉山の 『海 に生 くる人々』一巻は僕 にとって剣 を擬 した
『コーラン』だった」 と書いた。葉山と多喜二は会った ことがない。
福本和夫
福本和夫は,東大法科を出てか ら,山口高商 と小樽高商に就職 口があった。
結局,山 口にしたのだが,も し小樽二に来ていたならどうなっただろうか。
松崎濱子
松崎 は1913(大正2)年 生まれ。1931(昭和6)年,東 京地下鉄道会社に
入社 し,運輸課出札係になった。17歳だった。浅草から万世橋 までの営業で,
東武[鉄 道]と の連絡切符を売っていた。18時間ぶっつづけで2人 で1日 お
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きの勤務だった。地下 に入って電車の轟音 と,ム ッとする空気の中で交代者
がきて も便所 に行 くだけ,と いう職場だった。3カ 月後 に賃下げされ,あ る
女性が急病死 した。全協のオルグの下で,12月に組合を作 り,周到 に準備 し
て,1932年3月,有名なもぐら争議=ス トライキを4日 間闘った。その準備
の中で共産青年同盟から共産党に入党した。ス トライキは成功 し,要求をか
ち取ったが,1カ 月後に,家 に特高が踏み込み,検挙 された。椅子に腰掛け,
後手 に縛 りつけられ,殴る蹴 るの拷問をうけた。しかし思想 は変 えなかった。
松崎濱子は,1932(昭和7)年 に多喜二を見た。
1931年暮れに 「プロレタリア文化連盟」ができて,左 翼劇場による,も ぐ
ら争議 をモデルにした 「逆立つレール」 という芝居が1932年11月,築地小
劇場で上演された。宇野重吉の初舞台だった。松崎は,芝居の中味が不満で,
演出の久保栄に後で書 き直 して貰 う約束をしていた。
貴司山治が小説 にしたい,と いうの と,松崎 も資料を残 しておきたかった
ので,資 本論の勉強をしなが ら集 まった。資本論 はその頃学術書 として本屋
で も買えた。ある日,貴 司山治が,浅 草の汁粉屋 「梅園」に一緒に行 くよう
言われた。原稿料の一部 を共産党への資金カンパにするためだった。半分ほ
ど汁粉 を食べていた ら,和服 に角袖のコー トを着た人が入 ってきて,貴 司 と
なにやら話 し,松崎には目も合わさず,自 分 も汁粉を食べると茶封筒 を受け
取って店 を出て行 った。あわてて松崎が勘定 をすませ外に出た時にはその人
の姿は消えていた。賑やかな仲見世通 りを雷門の市電停留所 に出た ころ,貴
司は,「いまの人が小林多喜二 さんだ」と話 した。松崎は多喜二を尊敬 してい
たので,話 が したかったと貴司をなじった。
多喜二の非合法時代のことだった。20分もいなかった。「逆立つレール」の
シナリアの出来 るころだった。地下鉄争議の女子組合員を多喜二が見たかっ
たのか もしれない,と 松崎。多喜二の服装 も浅草にふさわしい下町風のもの
だった(10)。
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新井紀一
新井は,明治23年に群馬県に生 まれた。四男二女兄弟の総領であった。上
京し,四谷第一尋常高等小学校 を卒業 した。東京砲兵工廠の少年見習工 となっ
た。明治42年から45年まで2年 間(1910-12)兵役(陸 軍)を し,職工 と
して14年勤めた。
作品に,短編「怒れる高村軍曹」(『早稲田文学』1921年=大正10年8月 号),
「雨の八号室」(『中央公論』1923年3月号),『闘争』1923年,があり,転向
した。昭和8年 に結婚 した。その他の作品に,「蘇州河」,「敗走千里」陳登元
の名で,1928年,『父いずこ』昭和18年忠文館書店,が ある。空襲で池袋か
ら千葉県五井町へゆき,文筆へ戻 らなかった(11)。
小畑達夫
小畑達夫は,北 秋田郡二井田村(大 館市)で,1907(明治40)年7月7日
に生 まれた。教員の長男だった。彼が小学校の時,1918(大正7)年11月 に
父が亡 くなった。県立大館中学在学中,同 級生の種市健 らと共に,社会主義
研究会 を組織 した。1925(大正14)年3月同校 を4年生で退学した。のち上
京 し,働 き,中央,本 所,浅 草等の郵便局に勤め,全 協加盟の日本通信労組
に所属 し,31(昭和6)年 ころ,同労組の常任委員 として活動 した。32年に
日本共産党に入 り,同年5月 帰郷,種 市健 と話 しあい,秋 田県の全協組織確
立のため活動 した。全協中央常任委員をへて,33年6月ころから,全協中央
常任委員長,共産党中央委員,の ちに共産党中央委員会組織部長,同年10月
下旬 ころ同党中央財政部長等 を歴任 した。同年12月23日,当時の共産党中
央委員会を作っていた宮本顕治らに束縛 された うえ,スパイ容疑で査問され,
同 日,査問中に急死 した(12)。共産党では,シ ョック死だ とした。一方,彼 は
スパイではなかった という説 も出ている。
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4多 喜二 はなぜ 主義者 になったのか
多喜二は,なぜ主義者(当 時,社 会主義者や共産主義者はこう言われた)
になったのか。
昔の,戦 前の社会は歴然たる階級差があって,社 会矛盾に気が付 くことが
容易だった。 しかし,人 間には個性が あって,主義者 としては向かない人 と
向 く人がいる。彼 は政治社会のあり方 に気が付いた。また彼の家は貧乏だっ
た,と いう一般説がある。多喜二の家が貧乏だった ということについて,す
でに論 じたが,赤 貧ではない。社会主義 には,概 して貧 しい人が向か うもの
である。母の人間性 と家族の温かさ,思いやりの深さ,明るさ,庶民的であっ
た ことが,理由 としては大きい。多喜二には高商時代に猪突猛進 さがあった。
性格が こせ こせ していない。そういうところも理由の一っである。当時の情
勢 と,学習か ら,彼 は主義者 になった。
多喜二 は,は じめ,主義にたいしては自信がなかった。友人の存在が大 き
かった。友人では寺 田行雄が存在 として大きい。そして社会科学研究会で学
んだ ことが大きい。彼は書斎の中の社会主義者であった。磯野争議 まではそ
うだった。
彼がなぜ入党 したのかは,一 般的には,レ ーニン共産主義の魅力つまりコ
ミンテルンの魅力だった。
5七 沢温泉
既出の拙稿 「多喜二の拓銀解雇から上京 まで」(『商学討究』52の1)で,
多喜二が七沢温泉へ行ったことを,私 は数行書いたが,い っそう詳 しい調べ
が近年行われているので,結 論だけをここで記そう。
多喜二は,1931(昭和6)年1月22日 夜9時 に,保 釈で豊多摩刑務所 を出
獄 した。翌 日,「不二や」で,宮 本百合子たちと合い,お 茶会 をしている。多
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喜二はその後,田 ロタキに結婚を申し込んだが,断 わ られた。そして3月3
日,小林多喜二 は 「オルグ」のノー ト稿 を書 き終 え,3月 中旬に七沢鉱泉に
行った。4月8日,作 品を書 き終 えた(13)。彼はそこに1カ 月ほど泊 まった。
去った日は分からない。
多喜二は福本館に逗留 した。その離れであった。宿では専属の女中さんな
どをつけて丁重 に預かった。その離れはまだ(2002年現在)残 っている。そ
の離れは,三畳,六 畳,八 畳の三間あって,多 喜二は,入 口に近い三畳 と六
畳にいた。多喜二は,母屋のお風呂に行 くときは,番 ゲタをはいてカランコ
ロンいわせながら,丹前 を懐手にして,ま るでとんび凧のようだった。この
離れは大正8(1919)年に宮大工が作 り,釘一本使わずに建てた。お蔭で関
東大震災にもビク ともしなかった。離れは本館の向いで道一本隔て,急 な階
段を登 って小高い丘の上 にある。庭先か ら下 はす ぐ崖で,近 くの山々が一望
でき,谷川 も流れている。離れの北側 は裏山で,草 深い坂道が通 じている。
旧大山道で今は使われていない道が家の後に続いている。特高 らしい男が来
たというと,多喜二は書 きかけの原稿 を便所に捨ててこの道を逃げた,と い
う言伝 えがある。そのために,見晴 らしの きく廊下にテーブルを出して外を
見張 りなが ら,小説を書いた,と 。庭 には当時のままの梅の木がある。平屋
木造建てで,小 さな入口に三畳がっいていてその横 に廊下 と一緒に六畳があ
り,障子の貼った格子戸がある。縁側 に座ると目の前に山がせまり手前には
里へ続 く道が見渡せる。
古根村憲司がこの宿を復興 した。母のヤエ(小 田原藩の没落藩士の娘)と
嫁つまり憲司の妻のフクとともにであった。その娘 ・初子 は多喜二 を見た。
彼女 は女学校をでて家にいた時だった。多喜二 と口をきいた ことはなかった。
だが多喜二が毎 日のように風 呂場で歌 っていた唄があまりにも哀 しくおぼえ
てしまった。それは,
折 らずにおいて来た山かげの小百合
人がみつけたら手を出すだろう
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風がなびいたなら露をこぼそものを
折ればよかった遠慮がすぎた
(折ればよかった遠慮がすぎた)
初子が女中さんに聞 くと,「離れのお客様 ですよ 小林様です」(14)と教わっ
た。
この 「折ればよかった」の曲は,ブ ラームスの作品47の3,宗 教曲 「日曜
日」が原題で,中 学の教科書 にのっていたことがある。 この歌詩は正確 には
次のようである。
折ればよかった
高野辰之 詞
ブラームス 作曲
一,折 らずにおいてきた山蔭の早百合
人が見つけた ら手 を出すだろう
風がなったなら露をこぼそものを
折ればよかった えんりょがすぎた
二,昨 夜 も夢 にみた山蔭の早百合
星が訪ねた ら宿貸すだろう
虫がすがったなら うなずこうものを
折ればよかった えんりょがすぎた
当時お風 呂は焚 き口とお風呂釜が戸を一枚隔ててあるだけで,焚 口の上 に
もお湯が沸いていて,そ こにお芋などふかして,溜 り場 になっていた。
多喜二 は,ゴ ールデン ・バ ットが好 きで,女 中 ・ウメは日に三箱 もとどけ
た。彼女は後に飯山温泉のお女将になった。
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離れには,徳利,あ んか,火 鉢,テ ーブル,桜 の花びらの紋様の彫金され
ている鉄びん,本箱等が残 されてある。丹前は絹の光沢 をみせて,うちポケ ッ
トにはタバコを入れるようにできている。柱の下にうめ込 まれている呼び リ
ン,こ のベルで梅 さんという専属の女中さんを呼び,食 事 を運んでもらった
り,監獄で痛めつけられた傷 あとの手当をしてもらった。お風呂に毎 日入っ
ているうち,日一 日とその傷が良 くなっていった。
裏山に散歩にでた りしても,ほ とんど部屋で書き物をしていた。初子には
「目立つ人」 に見えた。
多喜二 は,厚木女学校(現 ・厚木東高)の 奈良女高師出の女教師 ・三島み
さおの紹介で来た。「難儀をしている若い作家をしばらく預かってもらえない
か,宿 代 は払 うから」 と頼 まれた。初子=憲 司の長女,そ してその妹がお世
話になっていたから,ヤ エ,憲 司そしてフクは,も し頼 まれた ら引き受ける
だろう,と(15)。彼女は,郷里が松本である。この先生に頼んだ人物 は不明で
あるが,そ の人が宿泊代をすべて払った という。蛎崎は,宮 本百合子か出版
社ではないか と推測している。私は多喜二本人ではないか と推測する。
憲司は当時40歳くらいであった。小林多喜二 を1カ 月 も預か るというの
は,当 時なかなかできないことである,と される。 しかし正確にいえば,ま
だそれほどで もない。彼はまだ共産党員ではない,そ れに地下に潜っている
時代ではない。彼の合法時代である。だか ら過大評価はできない。次に述べ
るように,弾圧が強まったのは1932年であ り,これは1931年の物語である
か らである。
61932年の情勢
「満州事変」(1931年9月)開始の後 なおしばらくは,軍部 のこの新 しい冒
険[=「満州事変」]は,知識人の間できわめて不評であった。 日本帝国主義
の中国侵略絶対反対を叫ぶ共産主義者たちはもちろん,穏健 な自由主義者た
ちの周囲でさえそうであった。だが,1932(昭和7)年 の 「五 ・一五」事件
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のあた りか ら風向きが変わ り始めた。国家主義者たちの 「非常時」のかけ声
がしだいに国民をとらえだした。
当時のプロレタリア文化団体の幹部 は,次 のような人々であった。文化連
盟では,作家同盟が,中 野重治,壷 井繁治,中 条百合子,川 口浩,演 劇同盟
が,村 山知義,土 方与志,小 野宮吉,写 真家同盟が,土 井栄二,貴 司山治,
美術家同盟が,大 月源二,岡 本唐貴,プ ロレタリア科学が,小 川信一(大 河
内信威),寺島一夫,風早八十二,で あり,団体 はこれ以外 に,映画同盟,音
楽家同盟プロエス同盟,戦 闘的無神論者同盟,新 興教育,無 産者産児制限,
プロレタ リアー ト図書館であった。書記局は,小 川信一,小 野宮吉,窪 川鶴
次郎,な どであった。
1932(昭和7)年3月 初めか らプロレタリア文化運動への集中攻撃が始 まっ
た。 これはそうした状況転換のなかで,巧 みに仕掛けられた知識人弾圧の一
番手であった。狙われたのは,も っぱら急進的インテリゲンチャであった。
当時,共 産党は 「三 ・一五」(1928年)「四・一六」(1929年)の大弾圧以来,
困難な地下活動 をつづけていた。左翼文化運動は,こ れ と合法的大衆運動を
っなぐ唯一のパイプであった。プロレタリア文化団体の中心者たちの全国一
斉検挙 は,400名以上におよんだ(16)。 ・
1932(昭和7)年,日 本プロレタリア作家同盟の新聞紙法違反事件が起 こ
された。中央委員長江口換,機 関誌編集長立野信之,機 関誌編集部員宮本顕
治,同盟員野上厳,同,山 口礼子の5名 が,機関誌にのせた記事で違反 となっ
た。
3月7日 に,警 視庁はプロレタリア科学同盟内の党フラクション責任者岡
田時定 を検挙 し,その取調べの結果,3月24日か ら党 フラクションを検挙 し
て取 り調べた。
作家同盟では,3月28日に,築地小劇場でプロレタリア文学講演会 を開催
した。聴衆が約150名集 まった。
4月4日,蔵 原惟人が検挙された。
文化連盟内のフラクションでは,3月21日 に,キ ャップ・波多野一郎,3
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月26日に,大 河内信威(ペ ンネーム小川信一),壷井繁治,窪 川鶴次郎が,
検挙 された。
プロレタリア科学のフラクションでは,3月24日に,キャップ・平田良衛,
小椋広勝が,そ して,河 野意弘が検挙 された。波多野一郎,大 河内信威 も,
ここに属 した。
作家同盟フラクションでは,4月4日 に,キ ャップ・中野重治が検挙 され,
壷井 もここに属 した。
演劇同盟フラクションでは,4月4日 に,キ ャップ・生井健次,村 山知義,
3月26日に,小 野宮吉,4月9日 に,笈川武夫が検挙 された。
作家同盟は,こ れらの検挙によって,幹 部が江口漢,立 野信之,川 口浩 に
かわった。
学生間で購読されている左翼出版物が,だ いたい学生消費組合 を通 じて入
手 されていることを,警視庁 は発見 し,4月7日,そ の一斉取締 りのため,
都下の各大学や専門学校の学消を臨検 した。
日本プロレタリア文化連盟は,昭和7年6月19日,築 地小劇場で第3回 拡
大中央協議会 を開 くことにした。前述の検挙 によって指導者を失い,活 動が
阻害されたが,残 留の人々は再建活動を行い,書 記局 に大月源二(書 記長),
鹿地亘,村 田,池田寿夫,その他をあてていた。警視庁は,6月14日,大月,
村田,池 田を検挙 した。連盟側 は,当日の協議会が解散されるのを見越 して,
実質上の拡大中央協議会を前 日18日に非合法に開催した。
7補 遺 と訂正
「小林 多喜二 と 『不 在地主』の ころ」つ ま り,小 林 多喜二伝㈲(『人文研 究』
101輯,2001年3月)で,誤 りが あった。43ページ13行 目で,佐 藤 千代子 と
あ るが,「小林多 喜二 の東京 時代」 つ ま り,小 林 多喜二伝(35)(『商学 討究』第
52巻2・3号,2001年12月)の4か ら5ペ ー ジで訂正 した。 その佐 藤千代
子 は,正 し くは,千 夜子 で ある。 したが って,後 者 「小林多喜 二の東京 時代 」
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の5ペ ージ,の 佐藤千代子 も,佐藤千夜子 と訂正する。田中光雄氏提供 の,
『写真で見る昭和の歌謡史』[1]戦前 ・戦中編 によれば,佐藤千夜子 は,映
画主題歌第1号 で,西 條八十作歌 中山晋平作曲の 「東京行進曲」を歌って,
レコー ドにした。その他,「紅屋の娘」「愛 して頂戴」 もある。
同 「小林多喜二の東京時代」で,壁 小説について触れた。これは,工場や
街頭の壁に,壁新聞を貼 り,その中に読 み切 りの小説を印刷 して,入 れ,労
働者たちに短時間で読んで貰お うとした試みである。要するに,超短編小説
のことである(17)。人々は小説 をただで短時間で読めることになり,文学の大
衆化に寄与す るだろうと,考 えられた。しかし実際はそれほど貼 られたわけ
ではない。
「多喜二の逮捕 そして スパイ」(『商学討究』52の4)で,誤記があった。
9ページ6行 目 クー トペ→クー トベ
それ以外にも,16ペー ジ下か ら4行 目,
17ペー ジ7行 目2カ所,20行目,24行目,
18ペー ジ下か ら8～9行 目 あた→あった
20ペー ジ3行 目3版 →3判
24ペー ジ下から1行 目 三部作→全三冊
8こ れまでの私の小林多喜二伝(続)
私の公表した小林多喜二伝 にっいて,リ ス トを,「伊藤整の直筆原稿「日露
開戦課,小 林多喜二の新記事,お よび大正時代末の小林多喜二の小説」(『人
文研究』97輯,1999年3月)の追記にあげておいた。 ここではその続 きを,
公表の順序ではな く,時代的に読み手が読みやすい順番によって記 してお く。
「小林多喜二 と伊藤整」(共著。小樽商大 ・高商史研究会編 『小樽高商の人々』
北海道大学出版会2002年3月)
「多喜二が 「東倶知安行」を書いた ころ」㈱(『人文研究』98輯1999年8月)
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「小林多 喜二 と 「三 ・一五」 の ころ」⑳(『人文研 究』99輯2000年3月)
「蟹工船 および 漁夫雑夫虐待事件」⑳(『商学討究』53巻1号,2002年7
月)
「「蟹 工船」 へ」⑳(『人文研究 』100輯2000年9月)
「小林多喜 二 と 「不在 地主」 の ころ」(33)(『人文研 究』101輯2001年3月)
「多喜二の拓銀解雇から上京 まで」(34(『商学討究』52巻1号,2001年7月)
「小林多喜 二 の東京 時代」(35)(『商学討 究』52巻2・3号 合併号 ,2001年12月)
「多喜二の逮捕およびスパイ」㈲(『商学討究』52巻4号,2002年)
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